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＊
職
場
に
そ
う
い
う
雰
囲
気
が
あ
る
だ
け
で
、

忙
し
く
て
も
ち
ょ
っ
と
頑
張
れ
ま
す
ね
。

　
「
明
日
で
き
る
こ
と
は
明
日
に
し
！
」
っ
て
ほ

ん
と
に
ね
、
言
え
る
（
笑
）。
忙
し
い
中
、
若
い

方
は
気
持
ち
の
葛
藤
が
お
あ
り
だ
と
思
う
ん
で

す
け
ど
、
一
生
懸
命
工
夫
す
る
こ
と
が
き
っ
と

充
実
し
た
仕
事
に
繫
が
る
だ
ろ
う
し
、
そ
こ
で

無
理
し
な
い
っ
て
い
う
の
が
、
し
た
い
仕
事
を

長
く
続
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
か
な
と
思
い
ま

す
。

　

私
が
教
員
と
し
て
採
用
さ
れ
た
頃
は
、
先
輩

に
「
プ
ー
ル
入
っ
て
流
産
し
て
い
る
人
も
た
く

さ
ん
い
た
ん
や
で
。
踏
ん
張
れ
」
っ
て
言
わ
れ

た
ん
で
す
。
今
は
、
妊
娠
障
害
休
暇
っ
て
い
っ
て
、

安
全
に
産
む
配
慮
が
最
大
限
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
け
ど
、
そ
れ
は
同
僚
や
先
輩
が
、
こ

れ
は
悲
し
い
っ
て
色
々
や
り
取
り
す
る
中
で

徐
々
に
で
き
て
き
た
制
度
で
。
だ
か
ら
、
今
働

く
方
は
、
福
利
厚
生
が
当
り
前
に
あ
る
も
の
で

は
な
く
、
色
々
先
輩
方
が
苦
労
し
、
頑
張
っ
て

き
た
か
ら
こ
そ
と
思
っ
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い

ま
す
。

＊
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
１
年
目
で
、
若
葉
マ
ー
ク
バ
ー
ン
！

て
つ
け
て
い
ま
す
の
で
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

＊
穏
や
か
に
た
く
さ
ん
の
お
話
を
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
後
、
編
集
委
員
に
、

「
趣
味
の
こ
と
を
聞
か
れ
た
け
ど
、
私
や
っ
ぱ

り
子
ど
も
が
好
き
な
ん
だ
な
ぁ
と
思
っ
た
わ

ぁ｣

と
呟
か
れ
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。
煎
茶

道
、
興
味
あ
る
方
は
ぜ
ひ
鋒
山
先
生
に
お
声

か
け
下
さ
い
！

（
聞
き
手
：
高
橋
良
子
編
集
委
員
、

星
野
聡
美
編
集
委
員
）　

＊
ご
経
歴
と
花
ノ
木
に
来
ら
れ
た
経
緯
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　

も
と
も
と
小
学
校
教
員
だ
っ
た
ん
で
す
。
特

別
支
援
教
育
が
始
ま
り
、
府
の
体
制
作
り
の
時
に
、

ち
ょ
う
ど
障
害
児
学
級
や
通
級
の
担
当
を
し
て

い
た
の
で
、
巡
回
相
談
員
と
し
て
15
〜
16
年
仕

事
を
し
ま
し
た
。
小
中
学
校
だ
け
で
は
な
く
、

高
校
の
体
制
整
備
と
か
、
高
校
か
ら
大
学
へ
の

学
生
支
援
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
取
り
組
み
ま
し

た
。
退
職
時
に
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
や
っ

ぱ
り
子
ど
も
た
ち
の
前
に
い
た
い
な
ぁ
と
い
う

思
い
が
残
り
、
花
ノ
木
さ
ん
に
ご
縁
が
で
き
て
、

来
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

＊
実
際
に
花
ノ
木
に
来
ら
れ
て
の
印
象
は
ど
う

で
す
か
？

　

何
度
か
来
た
こ
と
は
あ
っ
た
の
で
す
が
、
実

際
に
中
に
入
る
と
、
す
ご
く
大
き
く
て
た
く
さ

ん
働
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
に
改
め
て
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。

＊
今
後
の
花
ノ
木

で
の
目
標
な
ど

教
え
て
下
さ
い
。

　

第
一
が
、
放
課

後
デ
イ
の
立
ち
上

げ
で
す
。
職
員
公

募
で
、名
前
は「
コ

コ
は
な
の
き
」
に

決
ま
り
ま
し
た
。

現
在
、
看
板
案
を
熟
慮
中
で
、
少
し
時

間
は
掛
か
っ
て
い
ま
す
が
、
承
認
さ
れ

た
ら
皆
さ
ん
に
広
報
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

＊
楽
し
み
で
す
。
概
要
も
お
聞
か
せ
下

さ
い
。

　

お
ひ
さ
ま
の
療
育
は
充
実
し
て
い
ま

す
が
、
学
齢
期
の
ス
タ
ー
ト
に
も
う
少
し
応
援

し
た
方
が
い
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
の
で
は
な
い
か

な
と
思
っ
た
ん
で
す
。
そ
こ
で
丁
寧
に
ア
セ
ス

メ
ン
ト
し
て
必
要
な
力
を
つ
け
る
こ
と
で
、
そ

の
先
の
長
い
学
校
生
活
を
守
っ
て
あ
げ
ら
れ
る

と
し
た
ら
、
花
ノ
木
な
ら
で
は
の
放
課
後
デ
イ

が
作
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ス
タ

ッ
フ
と
経
過
を
み
な
が
ら
、
い
い
育
ち
を
応
援

で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
っ
て
私
自
身
は
す
ご

く
期
待
し
て
い
ま
す
。
指
導
す
る
側
な
ん
で
す

け
ど
ね
（
笑
）

＊
ご
趣
味
は
？

　

似
合
わ
な
い
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
茶
道
と
華
道
。

日
本
文
化
が
大
好
き
な
ん
で
す
よ
。
一
応
煎
茶

道
の
師
範
を
持
っ
て
い
て
、
退
職
後
は
、
お
茶

の
教
室
で
も
と
思
っ
て
た
ん
で
す
け
れ
ど
。
今

は
生
活
の
中
で
楽
し
め
た
ら
と
思
い
ま
す
。

＊
現
在
休
日
は
ど
の
よ
う
に
過
ご
さ
れ
て
い
ま

す
か
？

　

親
の
介
護
で
す
。
別
居
で
す
が
、
両
方
の
親

が
一
人
ず
つ
で
、
あ
っ
ち
行
き
こ
っ
ち
行
き
。

働
く
女
性
で
、
定
時
を
守
る
職
場
は
あ
り
が
た

い
と
思
う
ん
で
す
。
男
女
平
等
と
い
っ
て
も
、

子
育
て
期
と
か
介
護
期
と
か
、
肩
に
か
か
り
ま

す
よ
ね
。
一
番
し
ん
ど
い
思
い
を
し
て
い
る
人

が
離
職
し
な
い
で
済
む
職
場
、
と
い
う
の
が
大

事
だ
な
と
思
う
か
ら
、
そ
の
応
援
は
ぜ
ひ
し
た

い
な
と
思
い
ま
す
。

児童発達支援センター  副センター長

　　　　鋒山　智子  さん
ほこやま　　のり こ

シリーズ「この人にきく」「この人にきく」「この人にきく」

４月に着任されましたので、お話を伺いました。



花　ノ　木 （2）

（自）平成31年４月１日　（至）令和２年３月３１日

令和元年度  資金収支計算書

勘　　定　　科　　目 予　算（A） 備考決　算（B）
 （単位：円）

差異（A）－（B）
障害福祉サービス等事業収入
医 療 事 業 収 入
喀痰吸引等研修事業収入
借 入 金 利 息 補 助 金 収 入
経 常 経 費 寄 附 金 収 入
受 取 利 息 配 当 金 収 入
そ の 他 の 収 入

事業活動収入計（1）
人 件 費 支 出
事 業 費 支 出
事 務 費 支 出
支 払 利 息 支 出
そ の 他 の 支 出

事業活動支出計（2)

施 設 整 備 等 補 助 金 収 入
施 設 整 備 等 寄 附 金 収 入
施設整備等収入計（4)

設備資金借入金元金償還支出
固 定 資 産 取 得 支 出
ファイナンス・リース債務の返済支出
施設整備等支出計（5)

821,510,000
1,318,321,000

550,000
519,000
10,000

4,000,000
2,691,000

2,147,601,000
1,694,843,000
220,186,000
156,593,000
1,129,000
610,000

2,073,361,000
74,240,000
200,000

11,000,000
11,200,000
21,102,000
121,554,000
5,291,000

147,947,000
△136,747,000
103,932,000
103,932,000
36,425,000
36,425,000
67,507,000
5,000,000

0
0

514,654,016
514,654,016

835,406,133
1,340,771,441

452,000
519,630
103,600
4,423,949
3,330,441

2,185,007,194
1,643,566,866
208,145,757
136,066,150
1,128,222
609,285

1,989,516,280
195,490,914
1,252,360
11,000,000
12,252,360
21,102,000
117,151,483
4,458,147

142,711,630
△130,459,270

0
0

90,783,281
90,783,281

△90,783,281

△25,751,637

514,654,016
488,902,379

△13,896,133
△22,450,441

98,000
△630

△93,600
△423,949
△639,441

△37,406,194
51,276,134
12,040,243
20,526,850

778
715

83,844,720
△121,250,914
△1,052,360

0
△1,052,360

0
4,402,517
832,853
5,235,370

△6,287,730
103,932,000
103,932,000
△54,358,281
△54,358,281
158,290,281
5,000,000

0
25,751,637

0
25,751,637

事業活動資金収支差額（3）＝（1）－（2）

予備費支出（10）

当期資金収支差額合計（11）＝（3）＋（6）＋（9）－（10）

前期末支払資金残高（12）
当期末支払資金残高（11）＋（12）

施設整備等資金収支差額（6）＝（4）－（5）

事
　
業
　
活
　
動
　
に
　
よ
　
る
　
収
　
支

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

収
　
　
　
　
入

収
　
入

支
　
　
　
　
出

支
　
出

収
入

積 立 資 産 取 崩 収 入
その他の活動収入計（7)

積 立 資 産 支 出
その他の活動支出計（8)

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

○社会福祉法人花ノ木　令和元年度会計決算が、６月５日開催の理事会、６月24日開催の評議員会にお
いて認定されましたので、定款第32条の規定により公告します。

支
出

その他の活動資金収支差額（9）＝（7）－（8）



花　ノ　木（3）

◆資産の部
流動資産
　現金預金
　事業未収金
　未収補助金
　医薬品
　立替金
　前払費用
固定資産
　基本財産
　　土　地
　　建　物
　　減価償却累計額
　その他の固定資産
　　構築物
　　車輌運搬具
　　器具及び備品
　　減価償却累計額
　　有形リース資産
　　ソフトウェア

　　退職給付引当資産
　　その他の積立資産
　資産の部合計

◆負債の部
流動負債
　事業未払金
　１年以内返済予定設備資金借入金
　１年以内返済予定リース債務
　未払費用
　預り金
　職員預り金
　仮受金
　賞与引当金
　未払消費税
固定負債
　設備資金借入金
　リース債務
　退職給付引当金
負債の部合計

◆純資産の部 
基本金
  基本金
国庫補助金等特別積立金
  国庫補助金等特別積立金
その他の積立金
  その他の積立金
次期繰越活動増減差額
  次期繰越活動増減差額
（うち当期活動増減差額）
純資産の部合計
負債及び純資産の部合計

593,813,793
209,521,821
351,353,674
26,525,870
1,963,573
401,787
4,047,068

4,039,920,341
2,159,248,760
459,729,760
3,703,292,793

△ 2,003,773,793
1,880,671,581
28,624,190
23,450,555
303,872,189

△ 253,528,955
20,913,924
16,041,300

868,656
1,740,429,722
4,633,734,134

213,265,449
57,724,271
17,192,000
3,582,708
41,028,083

41,186
3,637,661
10,440

89,542,900
506,200

221,223,063
214,248,000
6,106,407
868,656

434,488,512

462,820,387
462,820,387
450,015,465
450,015,465
1,740,429,722
1,740,429,722
1,545,980,048
1,545,980,048
102,535,794
4,199,245,622
4,633,734,134

（自）平成31年４月１日　（至）令和２年３月３１日

令和元年度  事業活動計算書

勘　　定　　科　　目 当年度決算（Ａ） 前年度決算(Ｂ)
 （単位：円）

令和2年３月３１日　現在

貸　借　対　照　表
 （単位：円）

増減(Ａ)-(B) 備考
障害福祉サービス等事業収益
医 療 事 業 収 益
喀 痰 吸 引 等 研 修 事 業 収 益
経 常 経 費 寄 附 金 収 益
そ の 他 の 収 益

サービス活動収益計(1)
人 件 費
事 業 費
事 務 費
減 価 償 却 費
国庫補助金等特別積立金取崩額

サービス活動費用計(2)

借 入 金 利 息 補 助 金 収 益
受 取 利 息 配 当 金 収 益
その他のサービス活動外収益
サービス活動外収益計(4)

支 払 利 息
その他のサービス活動外費用
サービス活動外費用計(5)

施 設 整 備 等 補 助 金 収 益
施 設 整 備 等 寄 附 金 収 益
固 定 資 産 売 却 益

特別収益計(8)
固 定 資 産 売 却 損・処 分 損
国庫補助金等特別積立金積立額

特別費用計(9)

835,406,133
1,340,771,441

452,000
103,600
2,004,641

2,178,737,815
1,646,626,466
208,586,946
136,066,150
130,516,046
△29,009,376
2,092,786,232
85,951,583
519,630
4,423,949
1,325,800
6,269,379
1,128,222
609,285
1,737,507
4,531,872
90,483,455
1,252,360
11,000,000

0
12,252,360

21
200,000
200,021

12,052,339
102,535,794
1,534,227,535
1,636,763,329

0
0

90,783,281
1,545,980,048

817,852,895
1,318,415,671

592,000
3,890,000
2,063,650

2,142,814,216
1,604,216,471
203,204,781
131,886,189
120,618,290
△30,121,261
2,029,804,470
113,009,746

652,390
2,257,457
1,373,317
4,283,164
1,289,777
551,655
1,841,432
2,441,732

115,451,478
752,360

0
320,000
1,072,360

9,551
200,000
209,551
862,809

116,314,287
1,550,684,248
1,666,998,535

0
0

132,771,000
1,534,227,535

17,553,238
22,355,770
△140,000
△3,786,400
△59,009

35,923,599
42,409,995
5,382,165
4,179,961
9,897,756
1,111,885
62,981,762
△27,058,163
△132,760
2,166,492
△47,517
1,986,215
△161,555
57,630

△103,925
2,090,140

△24,968,023
500,000

11,000,000
△320,000
11,180,000
△9,530

0
△9,530

11,189,530
△13,778,493
△16,456,713
△30,235,206

0
0

△41,987,719
11,752,513

サ
ー
ビ
ス
活
動
増
減
の
部

サ
ー
ビ
ス
活
動
外
増
減
の
部

特
別
増
減
の
部

繰
越
活
動
増
減
差
額
の
部

収
　
益

収
　
益

収
　
益

費
　
　
用

費
　
用

費
　
用

サービス活動増減差額（3）＝（1）－（2）

サービス活動外増減差額(6)=(4)-(5)

特別増減差額(10)=(8)-(9)

経常増減差額(7)=(3)+(6)

当期活動増減差額(11)=(7)+(10)
前期繰越活動増減差額(12)
当期末繰越活動増減差額(13)=(11)+(12)
基本金取崩額(14)
その他の積立金取崩額(15)
その他の積立金積立額(16)
次期繰越活動増減差額(17)=(13)+(14)+(15)-(16)



花　ノ　木 （4）

（
令
和
二
年
一
月
一
日
〜
令
和
二
年
六
月
三
十
日
）

掲
示
板

編
　
集
　
後
　
記

寄
付
・
寄
贈
（
敬
称
略
）

寄
付
・
寄
贈
（
敬
称
略
）

◎
寄
　
附

星
和
電
機
工
事
株
式
会
社

　
小
学
生
の
頃
、遊
び
場
だ
っ
た
ひ
と
つ
に「
明
智
薮
」と
言
う
、

「
明
智
光
秀
」
が
最
後
を
遂
げ
た
場
所
と
言
わ
れ
て
い
る
竹
薮

が
あ
り
ま
し
た
。

　
細
長
い
一
本
道
の
両
脇
か
ら
う
っ
そ
う
と
竹
が
生
い
茂
り
、

薄
暗
い
ト
ン
ネ
ル
の
様
。
怖
く
て
昼
で
も
と
て
も
ひ
と
り
で

は
行
け
な
い
の
に
、
追
い
討
ち
を
掛
け
た
の
が
薮
の
す
ぐ
隣

に
あ
る
お
寺
の
住
職
や
担
任
の
先
生
か
ら
聞
か
さ
れ
た
薮
に

ま
つ
わ
る
怖
〜
い
話
。

　
で
も
、
そ
こ
を
抜
け
る
と
少
し
明
る
く
な
り
、
そ
の
先
に

あ
る
田
ん
ぼ
や
畑
で
よ
く
釣
り
や
虫
取
り
を
し
て
遊
び
ま
し

た
。
大
人
に
な
っ
た
今
も
怖
い
と
感
じ
る
の
か
な
？
機
会
が

あ
れ
ば
行
っ
て
み
た
い
で
す
。

　
最
近
、
彼
に
対
す
る
研
究
が
進
み
、
今
ま
で
の
ダ
ー
ク
な

イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
実
は
部
下
と
し
て
は

大
変
優
秀
で
地
元
の
人
達
に
も
慕
わ
れ
、
愛
妻
家
で
も
あ
っ

た
そ
う
。

　
私
に
と
っ
て
は
、
怖
さ
の
あ
ま
り
竹
薮
の
中
を
友
達
と
手

を
繋
ぎ
、
歌
を
歌
い
な
が
ら
必
死
で
走
り
抜
け
た
事
や
、
そ

の
途
中
に
ポ
ツ
ン
と
建
っ
て
い
る
明
智
薮
と
だ
け
文
字
が
彫

ら
れ
た
石
碑
等
、
懐
か
し
い
あ
の
頃
を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ

る
人
物
で
す
。

（
編
集
委
員
　
松
島
　
幾
馬
）

※

明
智
藪
：
京
都
市
伏
見
区
小
栗
栖
小
阪
町　

本
教
寺
寺
領
と
な
っ

て
い
ま
す
。

１
／
６　

仕
事
始
め
の
式

　
　
　
　

大
原
医
療
福
祉
製
菓
専
門
学
校

　
　
　
　

社
会
福
祉
士
実
習（
〜
18
）

　
　

７　

所
内
研
修「
防
災
対
策
」（
亀
岡
消
防
署
）

　
　

９　

所
内
研
修「
後
期
医
療
安
全
」

　
　

12　

亀
岡
市
消
防
出
初
め
式

　
　

14　

聖
カ
タ
リ
ナ
高
等
学
校　

見
学
・
実
習（
〜
２
／
14
）

　
　

21　

医
療
監
視

　
　

30　

明
治
国
際
医
療
大
学　

見
学
・
実
習

２
／
３　

光
華
女
子
大
学　

保
育
実
習（
〜
17
）

　
　

12　

京
都
医
健
専
門
学
校　

リ
ハ
ビ
リ
見
学
実
習（
〜
26
）

　
　

17　

光
華
女
子
大
学　

保
育
実
習（
〜
３
／
２
）

　
　

20　

所
内
研
修「
事
例
研
究
大
会
」

　
　
　
　

第
13
回
地
域
福
祉
を
考
え
る
集
い

　
　

25　

聖
カ
タ
リ
ナ
高
等
学
校　

見
学
・
実
習（
〜
28
）

３
／
２　

聖
カ
タ
リ
ナ
高
等
学
校　

見
学
・
実
習

　
　

４　

実
地
指
導

　
　

12　

理
事
会

　
　

31　

退
職
者
辞
令
交
付
式

４
／
１　

辞
令
交
付
式

　
　
　
　

新
規
採
用
職
員
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン（
〜
２
）

　
　

８　

所
内
研
修「
令
和
２
年
度
事
業
方
針
・
事
業
計
画
」

５
／
10　

慰
霊
祭

　
　

13　

新
規
採
用
職
員
研
修「
系
統
的
理
解
Ⅰ
」

６
／
３　

新
規
採
用
職
員
研
修「
系
統
的
理
解
Ⅱ
」

　
　

５　

理
事
会

　
　

16　

関
西
電
力　

植
樹

　
　

24　

評
議
員
会

　

編
集
委
員
よ
り
、「
事
務
部
長
、
地
域
支
援
部
長
の
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い
て
」
原
稿
を
、
と
い
う

こ
と
な
の
で
少
し
紙
面
を
お
借
り
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
事
務
部
と
し
て
、
報
道
等
で
「
マ
ス
ク
不
足
」
が
問

題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
間
、
行
政
等
か
ら
の
配
布
や

寄
付
が
あ
り
、
都
合
５
ヶ
月
分
の
備
蓄
を
確
保
で
き
て
い
ま
す
。

特
に
、
４
月
政
府
か
ら
発
表
が
あ
っ
た
、
第
２
次
コ
ロ
ナ
対
策

と
し
て
、「
国
が
１
，５
０
０
万
枚
確
保
し
医
療
機
関
に
優
先
的

に
配
布
す
る
」
と
さ
れ
た
、
ア
ベ
ノ
マ
ス
ク
じ
ゃ
な
い
？
ウ
イ

ル
ス
を
通
し
に
く
い
医
療
用
マ
ス
ク
が
、
５
月
初
旬
に
５
，０

０
０
枚
届
き
ま
し
た
。こ
ち
ら（
？
）の
マ
ス
ク
は
入
手
し
難
く
、

早
く
に
配
布
さ
れ
た
の
で
大
変
重
宝
し
て
い
ま
す
。…

で
す
が
、

こ
れ
で
、
万
全
と
い
う
訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

　

考
え
た
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
万
が
一
、
入
所
者
に
新
型
コ
ロ

ナ
陽
性
者
が
確
認
さ
れ
転
院
先
が
無
か
っ
た
場
合
、「
ど
の
よ

う
に
支
援
す
る
？
」「
誰
が
支
援
す
る
？
」等
、準
備
が
必
要
で
す
。

仮
に
花
ノ
木
で
支
援
す
る
と
し
た
時
、
報
道
で
み
る
宇
宙
服
の

よ
う
な
防
護
服
と
、
先
述
の
医
療
用
マ
ス
ク
よ
り
、更
に
ウ
イ

ル
ス
を
通
し
に
く
い
、
最
上
位
の
医
療
用
マ
ス
ク
の
確
保
は
必

須
で
す
。
現
時
点
に
お
い
て
、
十
分
あ
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、

こ
の
紙
面
が
で
る
頃
に
は
一
定
数
確
保
で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、地
域
支
援
部
と
し
て
、４
月
の
緊
急
事
態
宣
言
を
受

け
て
、
地
域
支
援
に
か
か
わ
る
す
べ
て
の
事
業
の
利
用
自
粛
を

お
願
い
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
多
数
の
利
用
者
の
皆
様
に
、
ご
理

解
ご
協
力
い
た
だ
き
、
結
果
、
密
を
避
け
る
こ
と
で
、
第
１
派

の
感
染
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
誠
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

引
き
続
き
、「
利
用
者
の
命
を
守
る
」
を
合
言
葉
に
、
施
設

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
事
務
部
・
地
域
支
援
部　

部
長　

安
部
正
徳
）

新
型
コ
ロ
ナ
対
策

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
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